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１ 開会
２ 共同幹事挨拶
３ 会員の状況
４ 今年度の進捗・取組予定
５ 作業部会の設置推進について
６ 会員のモビリティ関連のプロジェクトについて
７ 意見交換
８ 閉会



２ 共同幹事挨拶

■ 浜松市 デジタル・スマートシティ推進担当部長 飯尾 武俊

■ 遠州鉄道㈱ 取締役グループ経営推進本部副本部長 岡野 裕貴

■ スズキ㈱ 次世代事業本部 次世代モビリティ事業部長 松本 祥弘



• 一般会員︓178団体（令和8年6月24日時点）。
• R7第2回会議（令和8年3月17日）時点から、一般会員6団体が新規会員に。

No. 法人名

1 株式会社WorldLink&Company

2 株式会社ダイゾー

3 株式会社鈴木組

4 株式会社エンカーマス

5 富士通Japan株式会社

6 FwriteDown行政書士事務所

※入会順

3 会員の状況



４ 今年度の進捗・取組予定



Japan Drone／次世代エアモビリティEXPOは
新たな産業創出と国際競争力の強化に貢献する展示会

ドローン航路活用及びPRに向けた取組





今年の活動予定

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●7/1 コンソーシアム会議

●ブラッシュアップWSインプットWS●

ユースケースづくり支援

●6/3-5 JapanDrone出展 ●11/27-28 ドローンサミット

コンソーシアム会議●

コンソーシアムホームページコンテンツ追加

●市民体験プログラム



サービス創出支援業務

サービス創出促進プログラム

市民体験プログラム（プレゼン交流会）

インプットワークショップ→ブラッシュアップワークショップの一連のプログラムにより、
アイデアを実際のビジネスへと昇華させるのみならず、プレゼン交流会に向け更なる
ブラッシュアップを促進させるメンタリングフォローも行う。

コンソーシアム会員のサービス体験会を開催。市民が直接参加・フィードバックすることで、
開発側とユーザーのギャップを埋める。
また、同時期にプレゼン交流会を開催。ワークショップで創出したアイデアを発表。
有識者・市民レビュアーからのフィードバックで実装可能性を高め、事業化への道筋をつける。



5 作業部会の設置推進について
（ドローン利活用推進部会の改正）



コンソ―シアムの作業部会について

これまでは設置実績が無かったものの・・・
コンソーシアム会員数（一般会員）の増加

発足時（2020年5月）：27団体 ⇒ 現在：178団体

第2期浜松版MaaS構想を施行（2025年4月～）。
重点4分野「ウエルネス・医療・福祉」「交通・物流」「産業・観光」「防災・安全」を設定

具体的なサービス創出を目指し、作業部会の設置を推進

コンソーシアムの活動を推進するため、特定事項の調査、研究等を行うもの
（根拠：コンソーシアム設置要綱第１１条）

・必要に応じて設置できる（構成員は共同幹事が選任）
・活動期間は設置日から当該年度末。ただし年度単位で延長可能

作業部会とは



ドローン利活用推進部会の取り扱い

・第2期浜松版MaaS構想において、ドローンは分野横断的に利活用するものとして位置付け。
・2025年3月25日、ドローン航路が開通し、医薬品配送サービスが実現。
・部会員数が68団体まで拡大。

現部会は要綱第11条に沿った作業部会に改め、引き続き具体的なサービス創出を目指す。

ドローン利活用推進部会
・官民連携でドローン利活用の取組を一層推進するため、2023年12月に設置。
※根拠：コンソーシアム要綱第14条

この要綱に定めるもののほか、コンソーシアムの運営に関して必要な事項は、必要に応じて市長が定める。

【設置動機】
①2022年度に実施した「ドローンに関する意見交換会」において、協調・共創領域に官民で取り組むことを確認
②国策であるドローン航路整備と合わせたサービス創出を目指す



作業部会に関する規定
浜松市モビリティサービス推進コンソーシアム要綱
（作業部会）
第１１条 活動の必要に応じて、コンソーシアムに作業部会を設置することができる。
２ 作業部会はコンソーシアムの活動を推進するため、特定事項の調査、研究等を行う。
３ 作業部会は、幹事会※の下に設置し、活動期間は設置日から当該年度末とする。ただし、必要に応じ、年度を単位として活
動期間を延長することができる。

４ 作業部会における特定事項の調査、研究等の内容、成果、進捗状況等については、適宜、幹事会に対して報告を行う。
５ 作業部会の構成員（以下「作業部会メンバー」という。）は、次の各号に掲げる者のうちから一号会員（共同幹事）が選任する。
一 会員のうち、当該調査、研究等の対象となる特定事項に関して知見を有する団体
二 浜松市その他の公的又は公共的団体の職員
三 当該調査、研究等の対象となる特定事項に関して専門的知見を有する者
四 前３号に掲げるもののほか、当該調査、研究等に必要な能力を有する者

６ 必要に応じて、作業部会の会務を総括するため作業部会長１名を、作業部会長を補佐し事故があったときにその職務を代
理するため副作業部会長１名を置くことができる。

７ 作業部会メンバーは、いつでも作業部会を退会することができる。ただし、退会後も第９項を遵守する。
８ 作業部会メンバーは無報酬とする。ただし、第５項第３号又は第４号に掲げる者でこれにより難い場合は、別途協議する。
９ 作業部会メンバーは、作業部会活動を通して知得した他の作業部会メンバーの技術的な情報、秘密等を第三者に開示又
は漏洩してはならない。ただし、事前に相手方の同意を得た場合はこの限りでない。

※幹事会 要綱第10条に規定。共同幹事とアドバイザリー会員により構成。



第１１条 活動の必要に応じて、コンソーシアムに作業部会を設置することができる。
２ 作業部会はコンソーシアムの活動を推進するため、特定事項の調査、研究等を行う。
３ 作業部会は、幹事会の下に設置し、活動期間は設置日から当該年度末とする。ただし、必要に応じ、年度を単位として活動期間を延長す
ることができる。

⇒ 活動の継続/終了確認は年度末（3月上旬を目途）に事務局（デジスマ課）から各作業部会に確認。
４ 作業部会における特定事項の調査、研究等の内容、成果、進捗状況等については、適宜、幹事会に対して報告を行う。

⇒ コンソーシアム会議における各作業部会からの計画・実績等の発表は報告として扱う。
５ 作業部会の構成員（以下「作業部会メンバー」という。）は、次の各号に掲げる者のうちから一号会員（共同幹事）が選任する。
一 会員のうち、当該調査、研究等の対象となる特定事項に関して知見を有する団体
二 浜松市その他の公的又は公共的団体の職員
三 当該調査、研究等の対象となる特定事項に関して専門的知見を有する者
四 前３号に掲げるもののほか、当該調査、研究等に必要な能力を有する者

⇒ 申請に基づき、共同幹事において正式な選任を行う。なお、既存作業部会に加入を希望する場合は、調整のため事務局
に連絡。

６ 必要に応じて、作業部会の会務を総括するため作業部会長１名を、作業部会長を補佐し事故があったときにその職務を代理するため副
作業部会長１名を置くことができる。

７ 作業部会メンバーは、いつでも作業部会を退会することができる。ただし、退会後も第９項を遵守する。

⇒ 退会者がある場合は、速やかに事務局に報告。
８ 作業部会メンバーは無報酬とする。ただし、第５項第３号又は第４号に掲げる者でこれにより難い場合は、別途協議する。
９ 作業部会メンバーは、作業部会活動を通して知得した他の作業部会メンバーの技術的な情報、秘密等を第三者に開示又は漏洩しては
ならない。ただし、事前に相手方の同意を得た場合はこの限りでない。

運用上の取り扱い



６ 会員のモビリティ関連のプロジェクト



損害保険ジャパン株式会社の取組紹介





























株式会社やまびこドローンの取組紹介



株式会社やまびこドローン

代表取締役 榊原康久
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【会社紹介】
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会社名：株式会社やまびこドローン
所在地：静岡県浜松市天竜区横川2645
設立：２０２２年１２月
資本金：１０００万円

前身は林業・製材を行う事業体。
先代（父）が2015年に死去。事業を引き継ぐ形として事業主として経営。
現場でドローンの有効性を感じていたときに、運搬ドローンの存在を知る。



会員が（実施・予定・検討）しているモビリティ関連のプロジェクト

■背景･目的 ■概要

■プロジェクト名称

■実施団体

林業（獣害対策資材）のドローン運搬、４日間で約９ｔを達成

株式会社やまびこドローン

東京都の山林で獣害対
策資材（金網・支柱・
アンカー等）のドロー
ン運搬の依頼を頂き、
作業を行った

山林現場全景



＜概要＞

• 日時：2026年1月9日〜14日の間の4日間
• 場所：東京都桧原村
• 運搬物：獣害対策資材
（金網、支柱、アンカー等）
• 運搬距離：最大水平距離500m
• 最大高低差約240m
• 飛行回数：255回
• 総運搬重量：約９t
• 使用機体：DJI社製 FLYCART30

詳細はブログをご覧ください



会員が（実施・予定・検討）しているモビリティ関連のプロジェクト

■背景･目的 ■概要

■プロジェクト名称

■実施団体

←「実施」、「予定」、「検討」から選択してそれ以外の文言を削除

最大８０kg運搬可能なドローン「FLYCART100」の導入、運用開始しました。

株式会社やまびこドローン

重量物を山間部の
現場に運びたいとの
要望が前からありまし
た。

弊社ではその要望に応
える為に最大８０kg運
搬可能なドローン
「FLYCART100」
の導入、運用開始しま
した。

詳細はブログをご覧ください
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【FLYCART100長距離運搬検証】
＜概要＞
日時：2026年3月13日 午後1時半ごろ
天候：晴れ 気温12度 風速2ｍ
重量：錘61kg＋カラビナ、ロープ、袋モッコ4Kg
距離：約4km
高低差：約1000ｍ
（距離約500ｍを4往復での計測となります）
動画URL：https://youtu.be/8BFJ2QStcPU?si=A6PNQL7jiH-32Aaz

バッテリー15％を残して検証完了！

https://youtu.be/8BFJ2QStcPU?si=A6PNQL7jiH-32Aaz
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【FLYCART100 積載８０kg運搬検証】
＜概要＞
日時：2026年3月18日 午前10時半ごろ
天候：晴れ 気温15度 風速1ｍ
重量：錘75kg＋カラビナ、ロープ、袋モッコなど5Kg
距離：なし（ホバリングによる滞空時間検証）
滞空時間：約３分２０秒（安全マージンを残して）

動画URL：https://youtu.be/lQuYmmntwMg?si=ffHsERt7bF2HNRgo

半径300ｍ前後の現場なら運搬可能

https://youtu.be/lQuYmmntwMg?si=ffHsERt7bF2HNRgo
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【FLYCART100について】
DJI FLYCART30・FLYCART100 運行比較表（スペック）＊発注者様補足資料として

FLYCART30 FLYCART100 備考

最大運搬モード
（バッテリー１本）

長距離運搬モード
（バッテリー２本）

最大運搬モード
（バッテリー１本）

長距離運搬モード
（バッテリー２本）

最大運搬重量 40Kg 30kg 80Kg 65kg

飛行時間（最大運搬時） 8分 18分 6分 12分

飛行距離（最大運搬時） 8ｋｍ 16ｋｍ 6ｋｍ 12ｋｍ

機体最大寸法 3.085ｍ 3.085ｍ 3.904ｍ 3.904ｍ

離着陸場所及び空域の必
要距離 4.50ｍ以上 4.50ｍ以上 6ｍ以上 6ｍ以上

飛行回数、約15回以
上は約+1～2ｍ必要

搬入車両台数 ハイエース１台 ハイエース１台 ハイエース２台 ハイエース２台

最大飛行可能風速 10m/s 10m/s 10m/s 10m/s

必要最低運行人数 ２名 ２名 ３名 ３名
荷つけ、荷ほどきの
作業員は別

＊補足＊

スペックを元として一部、発注者様向けに資料を改変しております。



【運搬ドローン等による実績】
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作業年 作業名 作業場所 発注者 詳細URL

2024年 ドローンによる苗の運搬 静岡県 電力関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/drone_nae1

光ファイバーの架線リード線運搬（3径間） 静岡県 通信関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/hikari2

ケーブル線の架線リード線運搬（88ｍ） 山梨県 通信関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/tuusinsen_drone

長距離架線のリード線運搬（600ｍ×4本） 三重県 建設関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/tyoukyorikasen

長崎スタジアムシティ、ジップライン新設リード線運搬 長崎県 建設関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/jippurain

狭い山間部の廃材運搬
（約4.8ｔ、約距離230ｍ、高低差100ｍ、2日間）

静岡県 林業関連 https://www.yamabiko-
drone.com/post/kadoketa-droneunpan

ドローン架線作業（総延長距離1km以上） 沖縄県 建設関連会社

2025年 ケーブル線のリード線運搬（205ｍ） 静岡県 通信関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/june_dronekasen

林業資材の運搬（約8.6ｔ、最大距離500m、最大高低差220m、4日間） 東京都 林業会社
https://www.yamabiko-
drone.com/post/%E6%9E%97%E6%A5%AD%E8%B3%87%E6%9D%90%E3%81%AE%E3%83%89
%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%B3%E9%81%8B%E6%90%AC%E3%82%924%E6%97%A5%E
9%96%93%E3%81%A7%E7%B4%848-
6%EF%BD%94%E8%A1%8C%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82

2026年 林業資材の運搬（約8ｔ、最大距離500m、最大高低差240m、4日間） 東京都 林業会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/jyugai-droneunpan

鉄塔修繕後の植林苗運搬（330Kg、最大距離500ｍ、最大高低差250ｍ、2日間） 静岡県 電力関連会社 https://www.yamabiko-
drone.com/post/nae-unnpann2026

林業資材の運搬（約10ｔ、最大距離220ｍ、高低差110ｍ、4日間） 東京都 林業会社

https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-
https://www.yamabiko-


株式会社ダイゾーの取組紹介



























７ 意見交換


